翻訳 『後山詩話』訳注稿(4) by 陳 師道 et al.
（ 17 ）
〔解題〕  前号に続いて、北宋・陳師道の『後山詩話』の訳注稿である。
本号には、全八十四節のうち、第七十一節から第八十四節までを掲げ、本訳注稿を終えることにする。なお、最後に当たり、《附録一》として『四庫全書総目提要』の解題を、 《附録二》として「後山詩話諸本異同」を末尾に附した。〔凡例〕◇ 　テキストは、清・何文煥輯『歴代詩話』 （中華書局、一九八一年四月第一版）を底本とした。
◇ 　底本で校異が示されている部分については、原文に〔校
一〕 、 〔校二〕…と付してその箇所を示し、 【校異】の項目を設けて訳出した。


















































































































































































































のように讃えた。 「すぐれた長官が今ここに世に並ぶ者がないほどの大きな手柄を立てられた。危機に臨んでこそはじめて英雄は現れるのだ。三都谷の道には全ての軍が押し入り、十万のえびすどもは一戦を交えただけで一掃された。なおも不穏な気配は国境の向こう側に横たわっているようではあるが、戦勝の知らせが次々と届き我が国全土に知れ渡る。君王は 詔に応じるかのように敵が降伏するのを御覧に 馬の頭のあたりに赤い旗 はためかせながら、あなた 凱旋なさるのだ」と
七十四
　太祖夜幸後池、對新月置酒。問「當直學士爲誰」 、
曰「盧多遜」 。召使賦詩。請韻 曰「些子兒」 。其詩云、「太液池邊看月時、好風吹動萬年枝。誰家玉匣開新鏡、露出清光些子兒」 。太祖大喜、盡以坐間飲食器賜之。【訓読】


































































































































































































































































































































しているが、 『樂府詩集』巻四十三「玉階怨」では、謝朓の次に配列されている南朝斉・虞炎の詩に見える。また、 『玉臺新詠』巻十では、やはり虞炎の「有所思」詩（注に「一に玉階怨に作る とある）に見える。
＊ 「白鳥去邊明」 の句︰
杜甫の五言律詩 「雨四首」 其一の頷聯に見える。 「紫














ると大きな白い鳥が飛んできて、青々と茂る林に近づいてきた。それを見て次のような句が思い浮かんだ。 「白鳥が青い林を通り過ぎ、そ 白さがことのほかはっきりと見える」と。謝朓もまた次のように詠っている。 「黄色い鳥が葉の青く茂る枝を渡る」と。言葉は巧みだが訴える力が弱い。杜甫の詩に次のように詠う。 「白い鳥 飛び去るあたりは明るく見える」と。言葉は少ないが言おう
としている意味は深い。 
私は郷里に帰るごとに、つねに老いを感じる。そこで













































世祖戲之曰、 「卿著貂蟬。何如兜鍪」 。盤龍曰、 「此貂蟬從兜鍪中











































斉の武帝は彼をからかって次のように言った。 「文官の冠は、武官のかぶとに比べてどうかね」と。答えて言うには、 「冠はかぶとから生まれました」と。外祖父の潁公が宰相をやめ、旗を手に執り、太原地方の兵権をつかさどる安撫使に赴任した。その詩 次のように言う。 「 ぶとが周盤龍の時と 逆に文官の冠 ら生まれた。その昔、周盤龍をからかった斉の 帝 言葉によって、武官をからかうことなどどうしてできよう 」 。 
天章閣待制の李師中は、自らを宰相としての功業をた














































































「今の人の言葉は、おおむね言い古された言葉を踏襲し、ただうまく差し替えているだけにすぎない」と。世間の人々は秦観の「愁いは海のよう」という句を新しくて奇抜な表現だと称えている。しかし、南唐の後主・李煜の詞に「あな にお尋ねします い ばかりの愁いを抱えていらっしゃるのでしょうか。それはあた も長江 っぱいに満ち溢れる春 水が東へ向かって流れていくよ
『後山詩話』訳注稿（四）
（ 31 ）
に、いつまでも尽きることがないのです」という句がすでにあることを知らないのである。秦観はただ「江」を「海」に差し替えただけなのである。《附録一》  『四庫全書総目』巻一九五「集部 　詩文評類一」 『後山詩話』
『後山詩話』一巻 　江蘇巡撫採進本 
舊本題宋陳師道撰。師道有『後山叢談』 、已著録。是書『文獻通
考』 作二巻、 此本一巻。疑後人合倂也。陸游 『老學菴筆記』 深疑 『後山叢談 及此書 且謂「 『叢談』或其少作、此書則必非師道所撰」 。 
今考其中於蘇軾・黄庭堅・秦觀、倶 不滿之詞、殊不類師道語


















































は『後山叢談』という著作があり、すでに著録してある。この著作については、元・馬端臨の『文献通考』は二巻に作るが、こテキストは一巻である。南宋・陸游は『老學菴筆記』の中で 『後山叢談』とこの著作に深く疑問を抱き、かつまた以下のように評して言う。 「 『後山叢談』はあるいは陳師道の若い頃の作かもしれないが、この著 はきっと陳師道が編集したも ではあるまい」
と。 
今ここで考えてみるに、その中に蘇軾・黄庭堅・秦観に対して、






華美を求めるよりは、むしろ質朴な方がよい。弱々しいよりは、むしろ粗削りな方がよい。通俗的であるよりは、むしろ偏屈な方がよい」 （第五十七節）と評し、さらに「上手に文章を書く者は、目にした事物によっておのずと奇抜な表現を生み出すのである。大河の流れはおのずと低い方に向かっていくだけである。山に行き当たり谷に赴き、風に巻き上がり、物にぶつかり って、そのようにしてはじめて、さまざまな変化を極めるのである」 （第四十七節） と評す。この うに、持論にはしばしば取るべきものもある。 
同谷で作った杜甫の歌に出てくる「黄独」 （第六十節） 、および







問が持たれてきた。本訳注稿が底本とした中華書局本『歴代詩話』は『津逮秘書』 『適園叢書』によって校訂を加えているが、他にも刊本は多い。ここに諸本における文字の異同 記す。ただし煩を避けて異体字は挙げなかった。また通用字のうち「已・巳」については異文が存する場合にのみ提示するこ とし、その一々は記さない。
◇ 　諸本の略称は以下の通りである。閲覧、複写をご許可くださっ
た各所蔵機関にお礼申し上げる。












〔適〕 ︰適園叢書（百部叢書集成所収「後山先生集」 ）〔蛍〕 ︰蛍雪軒叢書（嵩山堂本・筑波大学蔵）
◇ 　「後山詩話」諸本のほか、宋代詩話のうち比較的多数の条を輯
録する左記三本を加えた。
〔漁〕 ︰苕渓漁隠叢話（人民大学出版社排印本、一九八一）〔能〕 ︰能改斎漫録（上海古籍出版社排印本、一九六〇） 。な
お、 「能（ 　） 」の（ 　）内は校訂に記載の別本書名。
〔玉〕 ︰詩人玉屑（上海古籍出版社排印本、一九七八） 。なお、




















十三、十四、十五、 六 十七、十八、十九、二十、二十一、二十二、二十五、二十九、三十、三 三、三 四、三十八、 十九、四 、四 三 四 四 四 五 五六十一、六十二、六十三、六十四、六十五＋ 十 、六十八、六十九、七十一、七十四。二 九については「王荊公～」と「司馬温公～」とを別条とする。
〔蛍〕 ︰十一＋十二、四十六＋四十七、五十七＋五十八
十五＋六十六、 八＋ 九。五 九は三条に分かち、後二条は六十三と六十四の間に置く。
〔漁〕 ︰前集巻一︰六十八、巻二︰二 二、巻四︰六十七、




八︰五十＋五十一・四十八・六十六・四十三＋四十一＋四十二、巻二十五︰一・七十四、巻二十六︰七＋十（ 「魯直謂」から「深也」まで） ・七十八＋七 九、巻二 八︰五十五・五十二・三十二、巻二十九︰二十一、巻三十一︰八十二、巻三 三︰二 七 三 五 九十六 十三後半、巻三十七︰三十六・ 、巻三十八︰十五、巻三 九︰六十二（但し「山谷云」として） 、巻四十︰七十・二十 ＋二十六・ 三、巻四 ︰八 、巻四 二︰二十四・二 八、巻四十七︰四十 四 八︰三十八・三十一、巻四 九︰十二・ 十・ 九、巻五十 八 四 九 五 一 八 一 不明二︰八、巻五十三 五 四、巻 四︰七 五五︰十六、巻五 九︰十七・五十六・十 六 ︰ ・七十 ・七十七・ 七、
〔能〕 ︰巻三︰三、巻五︰三十五、巻八︰五（詩のみ） 、巻十
︰七（部分） 四 三（缺頭三字） 、巻十一︰二十五 六十二（一部） ・六（缺末九字）
〔玉〕 ︰巻五︰五十七 （后山詩話とする） ・十二 （后山とする
巻八︰八（後半の要旨を程泰之考古編から再引 、巻 一︰七十 ・ 前 復斎漫録から再引） 、巻 二︰九（ 「杜之詩法韓之文法」以下）＋ 一＋十二、巻 四︰二、巻十五︰三十九・ 六、巻十 ︰二十七・十三 （末一文のみ） ・二 九 二十八、巻十八︰四 、巻二十︰五（后山詩話） 、巻二十一︰四十九 （ 〔漁〕 からの引用。 「本色」
まで。 ）
◇ 　詩話の呼称については以下の通りである。










誦︰誦傳〔漁〕 。○爾︰尓〔百〕耳〔適・漁〕 。○我不道︰吾不道〔百・説・一・五・稗・津・四・適・蛍・漁〕 。○遂以 以〔百・説・一・五・稗・津・歴・蛍・漁〕巳〔四〕 。○殿上︰殿上多〔説〕上殿〔四〕 。○吾微時︰微時〔百・説 一 五 稗 津・四・歴・蛍〕 。○華山︰華〔百 説 一 五・稗・津・四・歴・蛍・漁〕 。
【二】 ○前世︰前人 〔玉〕 。○杜子美︰子美 〔漁・玉〕 。○羞︰休 〔一〕 。
○旁︰傍〔百・ 五 稗 津 四・蛍 漁 能〕 。○故謂︰謂〔百・説・一 五 稗 津 四 歴 蛍〕 。○胸肚中泄爾︰胸中度世耳〔百・説・一・蛍・漁・能・稗・津 四〕胸中度世爾〔歴〕 。




一・五・稗・津〕 。○劉夢得︰夢得〔百・一・五・稗・津・四・歴・蛍〕 。○已︰巳〔百・一・五・稗・津〕況〔能〕 。○黄叔達︰黄叔度〔百・一・五・稗・津・四・歴 蛍 。○江南有︰江南〔能〕 。○疑況︰況〔説〕 。
【四】○歐陽永叔︰永叔〔漁〕 。○蘇子瞻︰子瞻〔漁〕 。○司馬︰司
馬遷 〔漁〕 。○余︰予 〔説〕 。○黄魯直︰魯直 〔説〕 。○嘆︰歎 〔説五・一・適・蛍・漁〕 。
【五】 ○蜀宮︰蜀事 〔漁〕 。○十四︰二十 〔能〕 。○更︰寧 〔能・玉 （寛
永） 〕 。○個︰箇〔百・五・ ・一・稗・蛍〕 。○數萬 纔數萬〔漁・玉〕 。
【六】○韓退之南食詩云︰南食詩 韓退之南食詩〔能〕 。○山
海經云︰山海經曰〔適・能〕 。○爲 如 百 説 一 五・稗・津・四・適・蛍・漁〕 。
【七】○白樂天云︰白樂天〔四・歴〕 。 燈︰鐙〔適〕 。【八】○燈︰鐙〔適〕 。○揚州︰楊州〔一・蛍〕 。○王平甫︰王介甫
〔説〕平甫〔玉（巻十一） 〕 。○牙人語也︰牙人話〔玉（巻十一） 〕 。○詩曰︰詩云〔説〕 。○江︰山〔一 多 高 漁（原本） 玉（巻八） 〕 。○余︰予〔説〕 。○謂分界堠子 是分界堠子耳〔玉（巻八・十一） 。
【九】○黄魯直云︰魯直言〔漁〕 。○爾 耳（前出のみ） 〔稗〕耳（二
箇所とも） 〔百・五・説・一・蛍・漁〕耳（引用部分の後出のみ）〔玉〕 。○杜之詩法︰杜之詩〔玉〕 。
【十】○黄魯直︰魯直〔漁〕 。○白樂天云︰白樂天〔百・説・一・五・
稗・津・蛍〕 。○燈︰鐙〔適〕 。○杜子美云︰杜子美〔漁〕 。○遊
絲︰游絲〔説・適〕 。○孟浩然云︰孟浩然〔漁〕 。○撼︰動〔百・説・五・稗・津・適・漁〕 。○九僧 雲中下蔡邑林際春申君︰光涵太虚波動岳陽樓爲雄渾〔適 雲中︰雲間〔百・説・一・五・稗・津・四・蛍・漁〕 。
【十一】○云︰曰〔百・一・稗・津・適・玉〕 。【十二】○於︰于〔説・一・蛍〕 。○爾︰耳〔漁・玉（巻五・十二） 〕 。
○妙爾︰妙耳〔説〕 。○淵明不︰淵明之〔玉（巻十二） 〕 。○不成︰無成〔漁・玉（巻五） 〕 。○功 工〔漁〕 。○終爲︰終〔漁・玉（巻五） 〕 。○樂天︰白樂天〔適〕 。
【十三】○然此老︰而公〔説〕而老〔百・一・五・稗・適・漁〕此
老〔津・四〕 。○李于︰季干〔百 説 一 五・稗 津・四〕李千〔漁〕 。○志︰墓誌〔適〕 。○耶︰邪〔百 一 五 稗・津・四・蛍〕 。○白傅︰白傳〔一・稗 津・四・適〕 。○憐︰怜〔百 五・稗・津 詩云 詩〔漁〕 。○誇︰夸 漁〕 。○平生文體︰文體〔百・説・一・五・稗・津・四・歴・蛍〕 。○暮年︰莫年〔百・説・五・稗・津・四・ 幕年〔一〕 。○益工用意益苦︰益苦〔百・一・ ・四・歴・蛍〕 。○故知︰故〔漁 玉〕 。
【十四】○學釣翁︰學釣翁蓋〔漁〕 。【十五】○閶閭開宮殿 宮殿開閶閭〔百・説・一・五・稗・津・四・
歴・蛍・漁〕 。○取作︰取〔適〕 。






蛍〕 。○慶壽宮︰度宮〔百・説〕慶宮〔一・五・稗・津・四・歴・蛍〕 。○作詞︰作詩〔一〕 。
【十九】○宋玉︰宋王〔稗〕 。○神︰神女〔適・漁〕 。○遇︰過〔百・
一〕 。○襄︰兩〔適・漁〕 。○余︰予〔 。
【二十】○左杜︰老杜（二箇所とも） 〔百・説・一・五・津・四・歴・
蛍・漁〕老杜・杜老〔稗〕 。○後韓︰韓 五・一・適・蛍 漁〕 。○而爲︰而由〔歴〕 。
【二十一】諸本異同なし。【二十 】○余︰予〔説〕 ○文︰文章〔説〕 。○華贍︰華而贍〔説〕 。【二十三】○云︰曰〔適〕 。○曾魯公 魯公 適【二十四】○而︰杜〔適〕 。○易新︰新易〔適〕 。【二十五】○丞︰求〔説〕 。○使︰便〔百・説・一・適・漁【二十六】○假山︰假山曰〔百・一・稗・適・蛍 漁 能〕 。○之
︰公〔能〕 。
【二十七】○魯直︰黄魯直〔適〕 。○一川花︰一川花謂包含数箇意
〔玉〕 。○二謝︰三謝〔玉〕 。○于︰於〔百・一・五・稗・津・適・蛍・漁・玉〕 。○爾︰耳〔漁・玉〕 。
【二十八】○慎︰謹〔漁・玉〕 。 于 於 百・五 適 蛍 漁・玉〕 。【二十九】○王荊公 荊公〔漁・玉〕 。○爲定武︰爲武定〔漁〕與
定武〔玉（嘉靖） 〕 。○而公︰公〔漁〕而於公〔玉〕 。○嘗會︰常會〔説・漁〕 。○踰牆︰踰垣〔適・漁・玉 。○閒︰閑〔百・説・一・五・稗・津・四・適・蛍・漁・玉〕 。○牀︰床〔説・一・歴蛍・漁・玉〕 。○遊仙︰游仙〔百・稗・津・四・漁〕游僊〔五 一・蛍〕 。○又杭︰杭〔玉 榜第 牓第 百・五・一 稗・蛍・漁〕 。
○裹︰讓〔百・五・説・一・稗・適・蛍・漁・玉（寛永・嘉靖） 〕 。○爲儒︰儒爲 説〕 。○著︰着〔百 一 五 稗 津・四・漁〕 。○荷衣︰青衣〔説〕 。○偎他︰倚他〔玉〕 。○采得︰採得〔百・説・五・稗・津・四・蛍・漁 玉〕 。
【三十】○外學︰爲外學〔説〕 。○幕︰宴〔適〕 。【三十一】○黄亞夫庶︰黄庶 漁 謝師厚景初︰謝景初〔漁〕 。




○才︰纔〔説・漁〕 。 曰︰云〔 。
【三十四】○牀︰床〔百・説・稗・津・四・歴〕 。○溪 谿〔適〕 。【三十五】○永陽︰滁陽 能〕 。○取︰請〔百・五・一・稗・適・蛍・
漁・能〕 。○杜正色︰正色〔適 漁 能〕 。○杜置酒 彬置酒 適漁・能〕 。○微︰漸〔能 暮 幕 一 莫〔百・五・稗・津・四・ 〕 。○座︰坐〔百・五・一・稗・津・四・適・蛍 漁 。
【三十六】○著︰着〔百〕 。○捲︰巻〔百・五・一・適・蛍〕 。○墮





慮〔説〕 。○才︰纔〔説・五・一・蛍〕 。○更︰莫〔説・漁〕 。
【三十九】○孟浩然之詩︰浩然詩〔漁・玉〕 。○爾︰耳〔漁・玉〕 。【四十】○魯直乞貓詩云︰乞貓詩〔漁・玉〕 。○甕︰瓮〔百・稗・津・
四・玉〕 。○銜︰御〔百・五・稗・津・蛍・玉〕啣〔歴〕 。○滑稽︰滑〔説・一・五・稗・津 四 歴 蛍〕 。




【四十九】○惟︰唯〔百・一・五・稗・津・四・蛍〕 。【五十】○韓退之︰退之 漁〕 。 析 柝 稗・津・四〕 。○曾子固
︰曾子〔百・一・五・稗 津 四・蛍〕子曾子〔適〕 。○波濤︰濤波〔百・一・五・稗・津・四・適 ・漁〕 。○世 世蓋〔適〕 。
【五十一】○爾︰耳（三箇所とも） 刀筆︰筆力〔漁〕 。○
又︰文〔百〕 。
【五十二】○于︰於〔百・五・一・四・適・蛍・漁 。 表︰表曰〔 〕 。
○六十三︰六十二〔稗〕 。○八十︰年八十〔百 五 一 適・蛍・漁〕 。
【五十三】○鄰︰隣〔百・五・津・四・歴・漁〕 。○諭︰喩〔漁〕 。
○召胥魁問之︰召胥〔百・一・五・稗・津・四・歴・蛍〕 。○十四邪︰十四耶〔百・五・一・稗・四・蛍〕 。○癡邪︰癡耶〔適〕 。○長公︰蘇長公〔適・漁〕 。
【五十四】○惟︰唯〔百・一・五・稗・津・四・蛍〕 。【五十 】○范文正公︰文正〔漁〕 。○鉶︰硎〔漁〕 。【五十六】 ○遊︰游 〔百・稗・津 四 蛍〕 。○仁宗頗︰宋仁宗頗 〔漁〕 。
○對酒︰對〔百・一・稗・津・四・蛍〕 。○侍從︰侍妓〔適・漁〕 。○仁宗聞︰後仁宗〔漁〕 。 其詞︰此詞〔漁〕 。
【五十七】○毋︰母〔一・稗・津・四〕無 玉 樸 朴 五 稗
津・四・歴・適・蛍・玉〕 。○粗 麤〔適〕 。
【五十八】○子桓︰子恒〔津〕魏文〔適〕 。○其能︰其〔適〕 。【五十九】○書︰書曰〔適〕 。○才思︰材思 五 稗・津・四・
蛍〕 。○史書︰史〔百 一 五 稗・津・ ・歴 蛍〕 。○縱酒︰縱〔百・一・稗・津・四・歴・蛍〕 。○故詩人︰故〔百 一・五・稗・津・四・歴・蛍〕 。 漫︰謾〔適〕 。 鳳凰 鳳〔百 一 五・稗・津 四 歴 蛍〕 。
【六十】○老杜云︰（缺文） 〔漁〕 。○託︰托 稗・津・四〕 。○掩
脛︰揜脛〔漁〕 。○黄精︰王〔一〕 。○余考︰予攷 五・一・適・蛍〕予考 津・四・漁〕 。○余求︰予求〔漁〕 。○煮︰蒸煮〔漁〕 。○魁云︰魁〔漁 なお、 〔漁（前集巻六） は「山谷云」としてこの条を引く。
【六十一】○余︰予〔説〕 。○周官 周書〔百・一・五・稗・津・四・




○老杜百舌︰百舌詩〔漁〕 。なお、 〔漁（前集巻十二） 〕は「山谷云」としてこの条を引く。
【六十二】○才︰纔〔五・説・一・蛍〕猶〔漁〕 。○亦︰色〔漁〕 。
○余︰予〔説〕 。○往 往時〔漁〕 。○以爲蓋用︰以爲〔漁〕 。○甘︰柑〔適〕 。○枚︰枝〔能〕 。○未︰不〔漁〕 。なお、 （前集巻三十九） は「山谷云」としてこの条を引く。
【六十三】○余︰予〔説〕 。○如張樂︰如黄帝張樂〔漁〕 。○于︰於
〔百・一・五・稗・津・四・漁〕 。○正︰政〔漁〕 。なお、 〔漁（前集巻五） 〕は「山谷云」としてこの条を引く。
【六十四】○員外郎︰員外〔適〕 。 閑階︰閑堦〔津 四〕閒堦 歴
○祇︰祗〔百・説・一・五・歴・適〕秪〔稗・津・四・蛍〕 。○懶︰嬾 〔適〕 。○金針︰銀鍼 〔適〕 。○匀︰句 〔百〕 託 托 稗・津・四〕 。○總︰摠〔百 稗〕 。
【六十五】○世語︰世説〔説〕 。○曾子固︰曾子開〔百・一・ ・稗・
津・四・歴・蛍〕 。○短於韻語黄魯直短於散語蘇子瞻詞如詩︰（缺文） 〔百・説 一・五・稗・津 四 歴 蛍
【六十六】○元︰無〔稗・津〕 。【六十七】○鮑照︰鮑昭 適〕 。【六十八】○楚詞︰楚辭〔説〕 。○知︰如 百・一・稗・津・四・歴・
適・蛍・漁〕 。○效風︰效〔百 一・五〕 。○最後︰最後者
【六十九】○於︰于〔百・説・五・適・蛍〕 。【七十】○嘗︰常〔漁〕 。○下︰一 百 一・五・稗・津 四・歴・
蛍〕 。○鶴︰隺〔稗〕 。○以白鶴 以白隺〔歴
【七十一】○常︰嘗〔適〕 。 杜子美詩云 子美詩〔漁
【七十二】○於︰于〔百・五・適・蛍〕 。○嘗遊︰常遊〔百〕常游〔一・
五・稗・津・四〕嘗游〔蛍〕 。○歴︰暦〔百・稗〕 。○氏︰字〔百・一・ 適・蛍〕 。
【七十三】○舉國︰方興舉國〔百・一 稗・適・蛍・漁〕入興
舉國〔津・四〕 。○于︰於〔稗・津・適・四・漁〕 。○三都谷︰三都谷口 適〕 。○遍︰徧〔百 一・五・稗・津・適・四・漁〕 。
【七十四】○太祖︰大祖（冒頭のみ） 〔蛍〕 。○夜幸︰幸〔漁 ○
賦詩︰使賦詩 〔説〕 。○請韻 盧請韻 〔説〕 。○萬年︰萬年時 〔一○清光︰春光〔説〕 。○坐間︰坐閒〔適〕 。
【七十五】○陝西︰陜西〔稗・津・四〕 。○犬戎︰大□（ 字空格）
〔一〕 。
【七十六】○願︰顧〔百・五・一・稗・適〕 。【七十 】○龍靚︰靚靚 漁〕 。 年來 年年〔津・四〕 。○于︰於
〔漁〕 。○與胡而︰而〔百・一・五・稗・津・四・歴・蛍・漁〕 。○子野︰野〔適〕 。○于︰於〔百・五・一・ 蛍
【七十八】○金玉珠璧︰金璧珠碧〔漁〕金玉珠碧 玉〕 。 至寶丹
︰至寶丹也〔適・漁・玉〕 。
【七十九】○未︰求〔適〕 。【八十】○耳︰爾〔適〕 。○前︰全〔稗・津・四・歴〕 。○老杜︰而
老杜〔適・漁〕 。
【八十一】○而得句︰得句 漁 過林︰青林〔漁（鈔本） 〕 。○
老杜︰而杜〔適〕 。
【八十二】○生于︰生於〔稗・百・五・ 出帥 出師




【八十三】○饋︰餽〔百・一・五・稗・津・四・蛍・漁〕 。【八十四】○王斿︰王游 稗 津 四 歴 蛍〕
斻
〔漁〕 。○「爾」
︰耳〔漁〕 。○不知︰不如〔百・一・稗・四〕 。
（了）
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